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祝の

喜寿を祝 う今金老人クラブ

寿喜月2 一，
一

ち厳
ば:J)~
/ν と
大と

"Jも
な に

:更
でに
あと
るつ
。 て

新開
イド‘llt 
をは

七公迎
十民え
-1:;市[た
才に今
の約金

受t 送
十人

二 d 人ク
十がラ
七 w プ
人ま は
をり-
t官 、 月
全 手 i-
>一

子手 し 日

の
祝
を
お
こ
な

っ
た
。
こ
の
日
は
悶
に
く

の
吹
中
に
も
め
げ
ず
元
気
に
会
場
に
集
ま

り
、
茶
弟
を
く
み
今
背
諮
し
を
時
り
あ
い

町
の
発
展
と
健
康
を
祝
い
あ
っ
た
。

こ
と

し
は
開
基
七
十
周
年
の
佳
典
に
当
る
が
、

こ
う
し
た
老
人
の
労
苦
が
飛
服
す
る
今
金

町
を
扱
き
あ
げ
た
も
の
で
、
こ
の
た
め
に

も

#
家
隠
と
も
老
人
の
健
康
管
理
に
協
力

… 一
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

お知らせ3TI 

昭和40年度決算 部落町内会長会議

良集電話開通行政相談員表彰碑をたずね
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おもな記事
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-昭
和
四
十

一
よ
一

一今

目
、乙

川

匂

川

町

一ATA
一

部

二
川
向

H

四

時
町
議
会

岬

ぜ

両

川

t
s
a
-
-
'

目

。

一

第

一
回
臨
時

fZEE--a'u

町
恐
告
は

-
月

ニ
イ
日
招
集
さ
れ
、
昭
和
四
十

一
年
度
一
般
会
計
ハ
選
挙
曲
目
)

補
正
予
算
、
昭
和
四
十
年
度
一

般
、
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
二
十
三
日
ま
で
蒋
哉
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
栄

一
般
、
特
別

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
と
も

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
こ
れ
ら
は

こ
ん
ご

の
町
行
政
執
行
に
あ
た

り
重
要
な
こ
と
で
も
あ
り
、
み

な
さ
ん
も
深
い
関
心
を
よ
止
て

い
る
と
と
で
し
ょ
う
。
町
は
町

民
生
活
向
上
の
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
事
業
を
通
し
て
努
力
し
て
お

り
ま
す
が
、
円
滑
な
行
政
運
営

に
つ
い
て
は
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
な
わ
け
で
す。

ま
ず

一
般
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
で

す
が
、
四
十
年
度
は
四
百
六
十

三
万
六
千
二
百
三
十
八
円
の
黒

字
に
な
り
翌
年
度
に
繰
越
さ
れ

ま
し
た。

つ
ぎ
に
歳
入
。
決
算

額
を
見
ま
す
と
一一一億六
千
八
官

四
十
三
万
九
千
六
百
四
十
二
円

歳
出
は
、
ヨ
一
億
五
千
三
百
一
万

.
年
度

一
般
会
計
決
算
で

四
百
六
十
三
万
六
千
円
黒
字

一
千
四
前
回
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
概
要
を
述
ベ
ま
す

主
、
自
主
的
な
財
源
と
し
て
は

町
税
、
地
方
交
付
税
が
あ

っ
て

歳
入
の
四
一
ニ

・
七
%
主
な
っ
亡

い
ま
す。

残
る
依
存
財
源
は
町

町
、
国
師
、
道
支
出
金
な
ど
の

五
七

・
=
一
%
で
歳
入
が
ま
か
な

わ
れ
て
お
り
本
町
も
い
か
に
依

存
廃
か
高
い
こ
と
お
し
め
し
て

い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
農
林
水
産
業
費
目
三

五
・
五
%
、
つ
い
で
鉛
務
費
一

九

・
四
月
土
木
山
口
一
五

・
一
%

以
下
教
育
、
災
害
復
旧
、
民

生
、
公
的
、
験
会
、
衛
生
費
の

阪
に
な
っ
て
い
ま
す
@
さ
ら
に

歳
出
を
分
析
す
る
と
消
費
的
経

費
の
人
件
費
議
会
、
(
各
委
員

な
ど
を
含
む
〉
は
全
体
の
一
八

・
九
%
物
件
費
は
一
六
・
一
一
一

%
、
負
担
金
補
幼
金
、
扶
助

授
、
貸
付
金
な
ど
の
八
・
四
正
月

公
債
投
ニ

・
九
百
月
で
も
っ
と
も

多
い
の
は
投
資
的
経
費
の
事
業

費
関
係
で
五
三

・
五
百
月
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
り
く
わ
し

い
内
訳
は
次
町
図
表
。
と
お
り

で
す
が
、
よ
〈
ご
ら
ん
に
な
ヲ

て
地
域
社
会
の
発
展
に
ど
協
力

を
鼠
い
ま
す
.

" 
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。部
落
町
内
会

長
会
議
で

町
単
事
業
要
望
'

新
春
の
町
内
部
落
会
長
会
議

は、

一
月
十
六
日
役
場
会
議
室

に
関
係
者
約
八
十
人
が
出
席
し

て
聞
か
れ
ま
し
た
。
宜
普
町
内

連
合
同
会
長
の
司
会
に
よ
っ
て

会
議
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

省匂

'. 
部落町内会長会談

部
落
会
町
内
会
長
か
ら
荊
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

述

べ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
事
項
を

要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す

1
町
内
の
転
入
転
出
者
は
必
ず

町
内
会
長
か
役
場
に
届
け
出

て
ほ
し
い
.
こ
れ
h
は
町
内

部
行
事
辿
絡
‘
広
報
配
布
な

ど
に
手
ま
ど
り
繁
雑
で
あ
る

2
構
造
改
善
事
業
な
ど
の
先
進

地
視
察
を
町
山
口
で
杭
極
的
に

す
す
め
る
こ
と
。

3
町
単
独
事
業
の
災
害
、
改
良

な
ど
の
復
旧
事
業
も
検
討
実

施
す
る
こ
と
。

4
町
内
各
路
線
の
除
虫
対
策
を

円
滑
に
し
て
ほ
し
い
、
と
く

に
農
村
地
帯
を
重
点
に
。

5
業
界
の
不
況
に
よ
り
倒
産
も

目
だ
ち
こ
の
た
め
労
賃
不
払

も
多
い
、
町
が
奮
画
し
て
不

良
諜
者
の
軟
骨
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
。

6
部
落
懇
談
会
を
開
く
こ
と
.

7
酪
農
振
興
が
低
下
し
て
き
た

町
が
力
を
入
れ
杭
極
的
な
対

策
を
検
討
す
べ
き
だ
.
な
ど

約
二
十
項
目
に
わ
た
っ
て
要
裂

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
町
当
局
も
検
討
の
上

新
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
針
で

も
あ
り
ま
す
が
、
と
く
に
箆
ま

れ
る
こ
と
は
、
町
内
会
で
の
移

動
に
つ
い
て
、
必
ず
町
内
会
長

か
役
場
民
生
課
に
転
居
届
を
提

出
す
る
よ
う
ど
協
力
願
い
ま
す
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一
日
も
年
〈
解
決
す
る
よ

4

が
け
ま
し
ょ
う
。
柄
較
は
す
ベ

て
無
料
で
し
か
も
秘
密
を
守
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
寸
。

な
お
前
ホ
委
員
は
昭
和
三
十

九
年
に
商
館
行
政
院
察
局
長
、

同
凶
十
年
北
海
道
管
区
行
政
監

察
局
長
か
ら
三
度
表
彰
を
う
け

て
お
り
、
出
身
は
埼
玉
県
、
大

正
四
年
波
道
今
金
町
内
を
は
じ

め
桧
山
管
内
で
教
員
を
勤
め
三

十
年
退
職
教
育
委
、
監
査
委
、

調
定
委
の

ほ
か
現
在
選
管
委
員

長
の
要
職
に
あ
り
ま
す
。
苦
情

相
醸
の
辿
絡
先
は
恒
常
六
三
一

五
番
で
す
。

清
水
行
政
相
談
委
員

会
は
次
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま

す。

全
員
出
席
し
て
下
さ
い
。

十
四
日
午
前
+
時
役
場
会
議
室

午
後
二
時
神
丘
小
中
校
。

十
五
日
午
前
十
時
金
原
小
中
校

午
後
二
時
豊
田
小
中
校

十
六
日
午
前
十
時
八
東
小
中
校

ま
た
、
出
席
に
あ
た
っ
て
当
日

電
話
縛
な
ど
わ
た
し
ま
す
の
で

印
鑑
を
必
ず
持
傘
下
さ
い
。

と
こ
ろ
で
各
家
庭
に
山
誠
一
り
付

け
た
電
話
機
は

こ
わ
れ
や
す
い

も
の
で
無
理
に
使
か
う
と
故
障

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

開
通

ま
で
は
大
切
に
保
管
し
て
下
さ

い。

と
く
に
子
供
た
ち
の
手
の

と
ど
か
な
い
場
所
が
維
持
管
理

の
た
め
に
も
上
い
と
思
い
ま
す

お
た
が
い
に
札
恋
し
ま
し
ょ
う

と
し
て
も
か
わ
り
ま
せ
ん
。
全

国
各
地
に
も
通
話
で
き
ま
す。

ま
た
電
話
で
電
報
も
う
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
も
ダ
イ
ヤ

ル
だ
け
で、

施
設
に
当
っ
て
町

が
約
三
百
万
円
、
決
協
は
約
四

十
万
円
補
助
し
て
い
ま
す
。

毎
月
町
維
持
設
は
六
百
五
十

円
一と
な

っ
て
い
ま
す
@
八
察
報

話
局
で
は
十
目
、
二
十
日
、
二

十
七
日
頃
に
テ
ス
ト
通
話
を
お

こ
な
う
干
定
で
す
が
、
正
式
の

開
通
は
三
月
上
旬
の
見
込
で
す

町
は
さ
ら
に
が
吋
の
上
将
来

と
も
未
加
入
の
集
団
地
域
を
対

象
に
地
較
す
る
方
針
で
あ
り
ま

す
の
で
計
画
樹
立
に
つ
い
て
は

特
段
の
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

ま
た
、
電
誌
の
か
け
方
の
説
明

便利になる農集電話
-3月上 勾開通一

一話さ も町め向さ円のこの 三巡 も集工
般はれ この がに上 ら 前通れ 予 月ぴ近 団 さ昨
加秘たんで計昨をにに借は定ーにく 自 れ年
入話民ど す 函年図生す迎1:10で日な完 動た 九
電式村架。 L三 る産す絡村す日flり成電民 月
話で 電設 た月た の めをと 。述 、白 話村苅
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行
政
管
理
庁
長
官
表
彰

官
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。
消
水

委
員
は
附
和
二
一

T
七
年
に
委
員

に
任
命
き
れ
、
現
在
も
そ
の
要

職
に
あ
っ
て
年
間
四
百
件
に
の

ぼ
る
背
的
を
処
理
し
て

い
ま

す
。
こ
の
た
め
に
も
み
な
さ
ん

は
も
っ
と
認
識
を
深
め
、
行
政

相
談
委
員
宇
治
閉
し
て
悩
や
ん

で
お
ら
れ
る
身
近
か
な
問
題
を

行
政
相
談
委
員
と
し
て
町
内

の
民
生
、
損
害
、
提
出
判
官
補
償
、

賃
金
不
払
問
題
な
ど
の
苦
情
処

理
を

Z
?に
引
き
う
け
中
央
に

反
映
さ
せ、

問
題
的
解
決
に
対

処
し
て
い
た
清
水
正
義
委
員
は

そ
の
業
組
が
認
め
ら
れ
-
月
十

八
日
総
理
府
に
お
い
て
番
目
と

し
て
最
高
栄
誉
の
行
政
管
理
庁

起
か
ら
困
問
え
、
収
磁
ま
で
す

べ
て
機
械
力
と
共
同
作
業
に
よ

っ
て
改
善
を
図
っ
た
結
果
.
生

産

コ
ス
ト
の
軽
減
が
促
進
さ
れ

て
、
冷
笹
年
で
は
あ
っ
た
が
、

六
、
五

ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
か

ら
百
豆
万
九
千
円
の
純
所
得
を

あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
の

べ
て
い
ま
す
.
こ
れ
ら
は
山
本

さ
ん
ら
り
共
同
体
制
が
効
果
を

あ
げ
た
も
の
で
、
冷
害
年
で
あ

っ
て
も
経
営
改
善
の
い
か
ん
に

よ
っ

て
は
打
ち
勝
つ

こ
之
が
で

き
る
と
多
く
の
出
席
者
に
感
銘

-V
与
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
実
例
を
も
と
に
農
家
の
皆
さ

ん
は
こ
と
し
め
営
践
に
つ
い
て

農
協
、
改
良
普
及
所
な
ど
と
協

議
し
て
営
農
改
善
策
を
樹
立
す

る
よ
う
望
み
ま
す
。

。
営
農
改
善
は
こ
う
し
て

山
本
さ
ん
実
績
発
表
" 

、‘
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種
川
部
落
の
中
心
地
で
あ
る

市
街
地
高
台
地
に
高
き
約
二
メ

ー
ト
ル
を
こ
え
る
ミ
カ
ゲ
石
の

石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
.
こ

れ
が
種
川
部
落
開
拓
者
藤
倉
久

三
郎
翁
の
碩
徳
毘
念
碑
で
あ
る

藤
宮
翁
は
安
政
元
年
岩
手
県

に
連
絡
し
て
い
た
も
の
で
、
こ

れ
が
樋
川
区
長
藤
食
品
別
で

あ

る
。
同
翁
の
区
長
歴
は
大
正
元

年
以
来
昭
和
初
期
ま
で
の
ご
十

五
年
間
に
お
よ
び
、
巴
を
顕
り

み
ず
至
誠
を
以
っ
て
公
職
に
従

事
し
た
の
が
部
落
民
の
敬
慕
す

る
k
こ
ろ
と
な
り
昭
和
十
三
年

九
月
部
落
こ
ぞ
っ
て
同
翁
記
念

碑
を
連
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
発
起
人
は
二
十
六
人
で

醜
女
は
当
時
桧
山
支
庁
長
で
あ

る
御
村
長
太
郎
氏
の
告
に
よ
る

も
の
。
こ
の
碑
は
風
雨
に
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
い
ま
な
お

鮮
明

で
、
藤
倉
翁
の
馬
に
跨
が
益
性

時
。
姿
が

い
ま
も
偲
ば
れ
て
い

ヲ
A
V
1

、，J
凋せ
〆
t

、

に
生
れ
北
海
道
の
開
拓
を
目
ざ

し
て
渡
辺
し
た
の
が
明
治
二
十

九
年
で
あ
る
。

こ
の
と
き
は
じ

め
て
草
花
た
る
利
別
村
稲
穂
に

足
を
ふ
み
入
れ
た
も
の
。
当
時

す
で
に
加
藤
翁
ら
が
北
海
道
拓

殖
組
合
を
創
立
極
川
地
区
の
開

拓
と
収
り
組
ん
で
い
た
が
、
せ

め
て
も
部
訴
の
公
奉
に
な
れ
ば

と
開
拓
の
か
た
わ
ら
郷
土
の
発

展
に
と
亨
艇
を
は
き
、
馬
に
跨

り
地
区
内
を
か
け
め
ぐ
っ
た
.

書
戸
を
訪
歴
し
て
は
苦
情
を

求
め
、
と
き
に
は
部
落
民
の
意

見
を
聞
き
当
時
の
利
別
材
役
場

て

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、

三
十

九
年
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ロ
ー

タ
リ
ー
、
自
動
脱
般
機
、
病
虫

害
防
除
機
な
ど
り
大
型
機
械
の

羽
入
を
図
り
、
部
落
内
の
農
家

四
人
で
共
同
利
用
体
制
を
強
化

し
て
経
営
改
普
と
と
り
組
ん
だ

も
の
で
あ
る
・
計
画
立
案
は
す

べ
て
四
民
家
の
協
議
に
よ
っ

て

事
業
が
す
す
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
は
じ
め
て
計
画
だ
け

に
し
ば
し
ば
手
ち
が
い
も
お
こ

る
こ
と
多
か

っ
た
。
し
か
し
昨

年
は
木
田
の
一
区
画
を
二
十
ア

ー
ル
に
整
備
し
て
、

ホ
悶
の
耕

冷
警
の
影
轡
を
受
け
ず
、
す

ぐ
れ
た
営
農
改
善
実
絞
を
あ
げ

た
優
良
農
家
の
事
例
が
》
一
月

十
三
日
桧
山
支
庁
で
開
か
れ
た

桧
山
営
農
改
善
推
進
会
臓
の
席

上
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
な

か
で
字
八
東
町
本
国
農
家
山
本

的
雄
さ
ん
は
‘
昭
和
三
十
二
年

か
ら
ホ
固
と
畑
作
酎
町
民
の
混
同

経
営
を
受
け
継
い
だ
が、

畑
作

主
酪
世
の
収
益
は
苦
労
し
て
も

あ
ま
り
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
水
間
単
作
転
換
を
心
見
、

，近
所
の
農
家
と
話
し
合
い
思
い

切
恥
た
経
信
改
善
に
探
り
出
寸
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今
月
の
お
知
ら
せ

グ
遺
族
援
護
法
と

恩
給
法
な
ど
改
正
。

戦
争
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方

々
に
対
す
る
援
護
の
手
は
年
ご

と
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
り
た
び
も
遺
族
扱
酸
法
や
恩

給
法
が
大
巾
に
改
正
さ
れ
、
新

ら
し
く
戦
傷
病
者
な
ど
の
安
に

対
し
て
も
判
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
こ
の
あ
ら
ま
し
は

次
の
と
お
り
で
す
。

。浦
半
軍
属
の
範
閤
拡
大

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以

後、

満
州
等
に
お
い
て
国
家
総

動
員
業
務
の
協
力
者
と
同
様
に

業
務
に
協
力
し
た
者
も
準
軍
属

k
し
て
取
扱
わ
れ
、

給
与
金
、

弔
慰
金
、
障
害
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

。
単
軍
属
り
処
遇
改
普

準
軍
属
(
軍
人
軍
属
以
外
の

徴
用
者
等
〉
で
あ
っ
た
者
の
陣

作
年
金
町
支
給
問
問
が
広
が
り

従
来
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
方
で

も
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
従

来
十
分
の
五
で
あ
っ
た
地
市
属

の
昨
お
年
金
と
泣
族
給
与
金
の

何
酬
は
十
分
の
ヒ
に
引
き
上
げ
日

れ
ま
し
た。

。
継
組
絡
に
も
泣
族
年
金

新
民
法
施
行
後
(
昭
和
二
十

二
年
百
月
三
H
以
降
〉
死
亡
し

た
戦
傷
病
者
の
献
現
、
ま
た
は

相
当
の
理
由
が
あ
っ
て
一戸
籍
の

届
出
を
し
て
な
い
事
実
上
町
養

親
で
、
援
護
審
査
会
で
惚
め
ら

れ
た
者
に
も
遺
族
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

。
再
僻
解
消
の
主
に
も
支
給

昭
和
二
十
一
年
三
月
一
日
以

降
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
九

日
ま
で
の
間
に
百
円
前
の
相
手
方

と
死
別
し
た
安
等
の
う
ち
、
機

能
蒋
資
金
で
生
別
し
た
と
問
附
悼

の
も
の
と
認
め
ら
れ
た
峨
没
者

の
主
に
対
し
て
も
遺
族
年
金
、

遺
族
給
与
金
、
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

。
特
別
市
慰
金
の
支
給
肱
大

特
別
市
慰
金
(
三
万
円
〕
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
る
泣
肢
が

な
い
場
骨
で
も
、
戦
没
者
の
父

母
係
祖
究
舟
兄
弟
姉
妹
(
何
し

府
側
で
氏
を
改
め
た
者
を
除
く

〉
が
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
不
具
廃
疾
の
成
年
町
干
に
加

給剤
加
自
給
、
公
務
扶
助
者
を

う
け
る
者
に
不
具
廃
荻
で
生
引

を
た
て
る
と
と
が
で
き
な
い
成

年
の
干
が
あ
る
と
き
一
人
に
つ

き
年
制
四
千
八
百
円
が
加
給
さ

れ
ま
す
。

。
文
官
等
の
在
職
年
に
平
人
叩

の
加
算
年
通
算

会←

。
旧
軍
人
、
軍
属
以
外
の
公
務

自
の
恩
給
扶
助
料
の
基
健
在
股

年
を
計
算
さ
れ
る
場
合
に
お
い

て
も
、
旧
4
人
軍
属
同
様
加
算

年
を
算
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

。
戦
没
者
の
占
に
も

新
た
に
戦
傷
病
者
の
妥
に
も

特
別
給
付
金
(
十
万
円
十
年
均

等
附
泣
図
伏
)
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
支
給
対
象
者
は
戦
傷
病
者

の
寵
状
が
恩
給
法
の
五
項
以
上

の
も
の
。
く
わ

L
く
は
役
場
民

止
訟
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

人

1=間
一ド
て〉ツ

ミク

今
金
町
凪
民
健
山
保
険
事
業

の
被
保
険
者
に
対
す
る
サ

ー
ビ

ス
務
換
の
一
つ
と
し
て
一
昨
年

か
ら
人
間
ド
ッ
ク
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
昨
年
十
月
町
内
部
務

所
得
税
の
確
定
申
告
が

近
づ
き
ま
し
た

昭
和
問
寸
一
年
分
の
所
得
税

の
確
定
巾
仇
は
次
円
前
官
仰
で
す

す
め
乏
し
よ
う
。

汗
色
中
此
ロ
者
は
二
月
寸
川
ま

で
提
出
し
た
快
例
外
出
を
柚
討
-
一

月
-
7
1
八
H
か
ら
一-
月

-
H
ま

で
に
確
定
申
告
を
。

白
色
申
告
者
は
F

』
れ
ま
で
ど

お
り
ま
日
八
、
九
H
に
納
税
刺

殺
を
お
ζ

な
い
ま
す
。
ま
た
、

国
税
、
近
税
、
町
税
の
一
-一
税
共

A
h
長
を
通
じ
報
部
者
を
捗
っ
て

お
り
、
す
で
に
若
干
名
の
方
が

お
わ
り
、
ー
た
近
々
受
け
る
干

定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

要
綱
は
次
の
と
お
り
で
す
が

ま
だ
定
員
に
少
数
の
余
ゅ
う
が

あ
り
ま
す
の
で
希
望
の
方
は
至

急
民
生
強
固
保
係
ま
で
中
込
ん

で
下
さ
い
。

ー
検
査
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
対
象
者
は
受
検
当
日
満
凶

十
才
以
ヒ
で
町
国
保
に
加
入

し
て
い
る
力
。

2
現
に
入
院
中
で
な
い
方

8
股
査
は
各
朝
刊
全
般
に
つ
い
て

前
日
夕
刻
入
院
、
翌
日
ク
刻

検
査
を
済
ま
せ
退
院
(
短
期

一
日
人
間
ド
ッ
ク
〉
吹
川
は

総
賀
用
の
二
割
正
当
る
二
千

円
百
円
を
当
日
日間
院
で
納
入

し
て
下
さ
い
。

4
n
H
H
円
そ
の
他
不
用
で
、
く
わ

し
い
こ
と
は
民
生
課
国
保
係

に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

同
納
税
相
談
も
同
線
お
こ
な
い

ま
寸
。
確
定
申
告
の
三
期
分
に

つ
い
て
は
原
料
納
税
で
、
納
税

期
限
は
三
月
二
十
二
日
で
す。

ま
た
，
叫
按
納
税
す
る
人
は
三
月

十
五
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

(
八
玄
関
務
署
)

永
年
勤
続
消
防
団
良

お
名
表
彰
さ
れ
る

マ
辺
知
事
勤
続
表
彰

欠
内
昭
夫
(
同
年
〕
岡
本
進

(
叩
本
〉

マ
辺
消
防
協
金
長
勤
続
表
彰

、

よ
ろ
こ
び

・
か
な
し
み

(
十
二
月
分
〉

。
山
生
同
名
菊
地
N
二
、
高
橋

忠
利
子
、
伊
藤
旦
袋
、
岡
邦
治

討
岐
U
U明
、
吉
町
出
、
高
田
由

実
子
(
以
上
今
金

一
決
喜
一
郎

(
神
日
〉
l
H
出
茂
光
〈
奥
沢
〉

vu越
正
英
(
美
利
河
)
仲
川
郁

干
(
鈴
川
〉
山

m
m弥
A

八
束

〉
安
達
キ
弥
(
同
四
川
)
河
端
盟
主

佐
干
(
間
代
〉

。
Mm
削
8
組
神
間
一

目
絹
本
紀

干
、
阿
川

一
生
日
消
令
子
、
引V

駅仁川
犬

n
よ
木
ハ
ツ
守
、

m山悶

敏
別
目
白
山
美
栄
一
寸

(
今
川
畳
)

佐
保
義
附
"n
藤
井
幸
子

戸英
利

河
)
必
中
内
出
目
鈴
木
き
く
(
田

代
)
門
間
弘

u
吉
町
ヨ
シ
子
ハ

Mm
川
)
千
必
進
E
HU
肝
鶴
干
(

住
古
〉

。
死
亡
8
名
森
ソ
ノ
師
、
今
村

ツ
タ

エ
円
(
今
企
)
引
い
川
弥
八

郎
、
河
嶋
卒
作
刊
(
美
利
河
〉

和
問
一
三
日
(
八
束
)
牧
師
ア

サ
日
(
白
山
)
川
崎
一
一
一
之
助
問

(
神
丘
)
石
山
竹
削山
町
民
花
石

阿
部
久
治
、
篠
則
正
忍
、
緒

方
一
雌
、
安
藤
源
次
郎
、
日

下
附
二
郎
、
畑
沢
留
吉
、
独

川
三
太
郎
、
山
石
哲
雄
、
早

寂
悦
次
郎
、
安
達
一
夫
、
蛇

名
弘
美
、
佐
々
木
徳
三
郎
.

安
達
芳
雄
、
布
施
覚
、
及
川

晶
、
井
け
栄
、
大
崎
弘
前
、

栗
山
幸
雄

(
以
上
回
記
l
u

内
雌
明
政
、
矢
内
昭
夫
戸
以

上
叩
年
)

マ
今
金
町
長
勤
続
表
彰

内
雌
南
政
へ
同
年
)


